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第 1 章においては， 鋼中非金属介在物に関する研究の意義と， 現状における研究上の問題点を述
べ，本研究に用いた実験方法の特異点と結果の概要について説明した。








第 5 章および第 6 章においては， 供試の鋼試料を粉末冶金法にもとずいて作製したととに関連し
て，鉄粉中に混入した各酸化物の還元性あるいは酸化性雰囲気加熱における挙動，すなわち固体鉄と
共存する各単一酸化物の被還元性， あるいは FeO を含む複合酸化物の生成条件などについて基礎的
な実験を試み，得られた新知見について考察した。
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第 7 章および第 8 章においては，種々の単一酸化物および複合酸化物系介在物の熱間圧延過程にお
ける挙動を定量的に検討した結果について述べた。すなわち介在物の変形の状態はその融点，粒度，
均一性および圧延温度などによって左右される乙とを明らかにし，また結品化あるいは変質に関して
も興味深い多くの新知見を得た乙とについて記述した。
第 9 章においては，熱間圧延した試料に一定の冷間圧延と熱処理を施し，その聞における介在物の
変形とそれが鋼の再結晶粒度に及ぼす影響について観察した。さらに圧延方向の引張り試験を行なっ
て，引張り強さ，降伏点、，伸びなどと試料に含有される介在物の形態との関係についても若干の考察
を試みた。
第10章においては，本研究の成果を総括しまとめた。
論文の審査結果の要旨
本論文は鋼材の性質を左右する酸化物系非金属介在物の熱間あるいは冷間圧延過程における挙動に
ついて研究したものである。介在物以外の影響因子を固定し，実験結果を定量的に解析するために，
新しい試みとして特定の介在物を挿入した焼結鋼試料を圧延試料として用いている。このような実験
方法によって各種の酸化物系介在物の融点，粒度，組織(均一性)と圧延中の変形，変質，結品化な
どの形態変化との関係を詳細に調べ，現在まで不明確であった多くの新しい知見を提供している。
さらに供試鋼試料として焼結体を用いた乙とに関連して，固体鉄と共存する各単一酸化物は還元性
雰囲気加熱において，その被還元性が著しく増大する乙とを平衡論的に考察し，また酸化性雰囲気加
熱においては FeO を含む複合酸化物に容易に変化することを速度論的に解明している。
以上の結果は鋼中非金属介在物の研究に重要な貢献をするものであり，本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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